
代表画像

レが頻発し、クレームに繋がっていたため、西川代表

が何度も現場に通って原因を特定し、知見を活かした

アイデアで治具を開発。この治具の導入により、現場

でのトラブルはゼロになった。その後、この発明を

知った関係の深い大手企業から特許の共同出願を提案

された。当時は知財に関する知識がなく、大手企業に

任せる形で特許を取得したため、開発に要した費用や

技術料の回収はできなかったものの、自身のアイデア

が形になったこと、会社として特許を保有できたこと

は貴重な経験となり、知財経営を学ぶうえで大きな転

機となった。また、近年ではデザイン性に優れた独自

の忍び返し『ツインピー』をはじめ、商標の取得にも

力を入れている。今後は商標や意匠も含めた「知財

ミックス」をテーマに、ブランド化も含めたより効果

的な知財活用・戦略を模索していく方針だ。

知財を活用するきっかけとなったのは、静岡県の「よ

ろず支援拠点」だった。そこで、特許を取得している

ならとINPITを紹介され、窓口担当者との縁が生まれた

という。西川代表のアイデアマンとしての熱意に触れ

た窓口担当者は「もっと戦略的に知財を活用できる体

制をサポートできれば」と考え、INPITの重点支援（※

現在は加速的支援）を提案。知財戦略の強化を目指し、
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地域における製造需要に応えるため、製紙自動機の設

計・製作や天井走行クレーンの開発など、当初は下請

けを中心に経験を重ねた。その後、1993年に西川代表

が入社し、ノウハウを活かしてエクステリア事業に特

化した会社を設立。「量産ではなく、顧客の要望に合

わせた逸品を作りたい」との想いで引戸や門扉、レー

ルなどの特注製品を主とする会社へと生まれ変わった。

当社は設計から製造、施工までを自社で一貫対応して

いるほか、保守や修繕などきめ細やかな付帯サービス

も提供。信頼関係を結んだ取引先との関わりを大切に

しながらも、常に独自の技術を追求し続けている。

事業の中で初めて特許を意識したのは、当社設立直後

に「競合の特許製品に対抗する製品を作ってほしい」

と依頼を受けた時だった。最終的に自社での特許取得

には至らなかったが、類似品の権利を侵害しないよう

配慮しなければならず、非常に苦心すると共に知財の

重要性を実感したそうだ。実際に初めて特許取得に

至ったのは「電動門扉の施工課題」に関する技術で

あった。手動の門扉を電動化するにあたって配線のズ

「唯一のオリジナル」を形にするため、エクステリア業界で邁進
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備、契約書確認の仕組み構築などのアドバイスを行った。

「重点支援のおかげで、特許を取ることが目的ではなく、

どう活用していくかという視点に変わった。年々“自社

でしかできないこと”が増えているが、社内規程が整備

されたおかげで、社員の退職時にも技術の流出を防げる

ようになった。また、大手企業との取引においても適切

なタイミングで違和感を持つことができるようになっ

た」と西川代表は話す。社内で自ら知財に関する調査や

取得準備を進められるようにもなり、現在は知財戦略を

効率的に検討できるようになったそうだ。

しかし、過去には相手方に有利な契約書を交わしたこと

で、利益を得られず不公平な結果に終わってしまった経

験もある。また、取引先にアイデアを奪われても異を唱

えられない形の契約内容を提示されたこともあるという。

重点支援でも、知財について学ぶ中で「契約書の怖さ」

を改めて実感し、現在は平等な取引を行えるよう以前に

も増して入念な確認を心がけているという。また、従来

は発想が浮かんでも「他社の権利に抵触するのでは」

「特許に繋がるものか」を判断しにくく、行動を起こし

にくい面もあった。これに関してもINPITの支援担当者

から特許の検索や先行技術調査の方法を教わったことで、

スムーズにアイデアを形にしやすくなったそうだ。

「自社にとって知財は武器。“剣”であり、“盾”でも

ある」と西川代表は話す。「権利を取得していることで、

模倣や価格交渉に対応できた。ブランド力の強化により、

社員たちの士気にも良い影響を与えていると感じる」と。

一方で「活用こそが知財の本質だと思う。権利を取得す

ることを目的にするのではなく、その後のことを考える

ことが大切だ」とも併せて語り、「INPIT等の支援機関

を活用しつつ、ぜひ挑戦してみてほしい」と続けた。

長年の取引先との関係も大切にしつつ、企業としての成長を目

指し「下請けからの脱却」を考えていた西川代表。INPITの支

援をきっかけに、権利取得後の活用に関しても合理的に検討で

きるようになった。近年では元々OEM契約を行っていた企業と

ODM契約に切り替えるなど、さらに独自性や技術力が評価され

ていることが窺える。また、新規開発にあたり融資を受ける際

にも、西川代表は「特許を取得していることで信頼性が上がり、

低金利の交渉を行いやすくなった」と語る。常に顧客満足を優

先し、リスクが少ない高品質な製品を追求し続けることが、新

たな発想を生み、オンリーワンの技術を創出した。その熱意が

様々な専門家との縁に繋がり、また活躍の場を広げていく。

「下請け脱却」を目指して一念発起
特許取得後も活用を模索し、独自性を高める
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